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 安全運航・危険防止のため、「おのころ」乗船実習では下記事項を厳守してください。 

 

【乗船前】 

服装・靴：作業しやすい（濡れても構わない）服装とスニーカーなどのかかとを固定できる靴を着用

する。（スカート、ハイヒール、サンダル等では乗船できない。） 

体 調 ：体調不良の場合は乗船できない。船酔い予防、日焼け・熱中症対策は各自で行う。 

持ち物 ：タオル、帽子、レインコート等を持参する。船上作業に不要な物はなるべく持参しない。

持ち物の紛失、水没、破損等は各自で責任を持つ。 

集合時刻：団体行動と安全運航のため、集合時刻は厳守する。 

 

 ＊上記の注意が守られない場合、および遅刻者は乗船出来ない。 

 

【乗船中】 

救命胴衣：船長の指示に従って着用し、乗船中は常時着用する。 

立入禁止：操船室・機関室・船室には立ち入らない。 

使用禁止：船の計器類やスイッチは触らない。 

火気厳禁：タバコも含め、火気類の使用は厳禁。 

移動禁止：航行中は船内を無断で移動しない。 

出入港時：係留作業の妨げになら無いよう、船長の指示に従って行動する。 

危険行為：船縁には座らない、立たない。船縁から外に体を出さない。 

     ポケットハンドをしない。    

運航妨害：大声、および携帯電話での通話は、安全操船の妨げになるので禁止。 

トイレ ：船に備えているので、利用の際は船長に申し出る。 

船酔い ：エチケット袋を用意しているので、教職員に申し出る。 

ゴミ処理：各自で全て持ち帰る。海洋投棄は禁止。 

緊急時 ：船長および実習責任者の指示に従い、速やかに行動する。 

 

 


